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イ

ギ

リ

ス

支
配
の

イ
ン

ド

の

社
会
構
造
に

与
え
た

衝
撃

-
ザ

､
､

､

ン

ダ

リ

ー
･

セ

ァ

ト

ル

メ

ン

ト

に

つ

い

て

の

考

察

1

一

は

し
が

き

今
日

､

イ

ン

ド

の

経
済

発
展
を

考
え

る

場
合

､

そ

れ

は

何
よ

り

も

ま

ず
､

歴
史
的

尺

度
を

も
っ

て

考
察
さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
｡

独
立

以

降
一

五

カ

年
問
の

経

済
開
発
の

成

果

を

指

標

化

し

て
､

先

進
国
の

そ

れ

と

比

較
考

察
す
る

こ

と

は

か

な

ら

ず
し
も

意

味
な

し

と
い

わ

な
い

ま
で

も
､

そ

こ

に

発
見

さ

れ

る

後
進
性
は

､

所
詮
は

､

植
民

地

支

配
に

由
来
す
る

か

ら

で

あ

る
｡

の

み

な

ら

ず
､

近

代

経

済
学
の

用

具
を

も
っ

て

今
日

イ

ン

ド

の

抱
え
た

問
題

に

対

す
る

処

方

箋
が

画
か

れ

た

場
合
で

す
ら

､

そ

し
て

､

一

時
的

解
決
が

見
ら

れ

た

場
合
が

あ
っ

た

と

し

て

も
､

問
題
発
生
の

根
源

と

し

て

の

植
民

地

支
配
の

構
造
が

解
決
さ

れ

な
い

限

り
､

問
題
が

桶

舎

典

男

ま

す
ま

す

深
化

し

た

事
例
を

､

わ

れ

わ

れ

は

想

起
せ

ね

ば

な

ら

な

い

で

あ

ろ

う
｡

柿
民

地

支
配
の

過

程
に

お

い

て

累

積
し

た

農
民
の

負
債
が

､

第

二

次

世

界
戦
争
中
の

農
業
生

産
物

価
格
の

騰
貴
に

よ
っ

て

解
消
さ

れ

な
が

ら
､

一

九
五

二

年
に

は
､

一

家
族

当
り

の

負
債
が

す
で

に

(

1
)

一

人

当
り

国

民

所
得
を

上

回

る

ほ

ど
に

達
し

た

こ

と

は
､

植
民
地

支
配
か

ら

生

じ
た

問
題
が

､

表
皮
的
方

策
を

も
っ

て

し

て

は

解
決

で

き

な
い

深
刻
さ

を

示

す
何

よ

り

の

証

拠
で

あ

ろ

う
｡

独

立

間
も

な

く
､

一

九
五

一

年
に

ス

タ

ー

ト

す
る

五

カ

年
計

画
の

連
続

も
､

そ

の

間
の

投
資
額
や

生

産

度
の

比

較
に

お

い

て
､

そ

の

成

功
と

失

敗
を

論
ず
る

の

で

は

な

く
､

そ

れ

が

果
し

て

植
民

地

支

配
の

構
造

を

打
破

す
る

突
破

口

と

な

り

う
る

か

香
か

と

い

う

歴
史
的

視
点
か

∂4

】

一
･

.

′

ヰ



( 55 ) イ ギ リ ス 支 配 の イ ン ド の 社 会構 造 に 与 えた 衝撃

細

山
町

朴

ら

す
る

考
察
が

､

何
よ

り

も

要
求
さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

で

あ

ろ

う
｡

戦
後

､

多
く
の

州

に

お

い

て

行
わ

れ

た

土

地

改

革
に

よ

る

土

地

保
有
制
限
が

､

と

か

く

ザ
～

法
と
い

わ

れ
､

あ

る

い

は

逆
に

､

そ

れ

が
一

部
に

お

い

て

強
力
に

推
進
さ

れ

た

こ

と

が
､

今
日

の

食
塩

不

足
の

一

因
七

な
っ

て

い

る

こ

と

は
､

構
造

的

改

革

を

無
視

し

て
､

開
発
は

あ

り

え

な
い

と

い

う
､

尊
い

教

訓
で

は

な
い

だ

ろ

う

か
｡(

1
)

一

空
二

年
十

一

月
か

ら
一

九
五

二

年
七

月

ま
で

の

間
に

行

な

わ
れ

た

調
査

に

ょ

れ

ば
､

全

イ
ン

ド

で

負

債

家

族

は

全

家

族

の

六

三

･

三

パ

ー

セ

ン

ト
､

全

豪

族

平

均
で

二

八
三

ル

ビ

ー

､

負
債

家

族

平
均

は

四
四

七
ル

ビ

ー

に

達

し

(

河
e

琶
1

吉

野
口

軒

○

=
n

巴
P

ゝ
苧

旨
敷
P

h

ど

邑

苧
乱
託

姿
⊇

畢

哲
也

弓
叶

阜
叶

訂

q

§
邑
誉
包

阜

9
還

じ

誉
芦

-

弓
U
-

+
一

⊇
恥

ぎ
⊇
遥

知
名

阜
勺
p

ユ
ー

(

き
邑

き
P

ヨ

誉
与

野
ヨ

訂
y

こ
浩
P

や

3
､

当

該
一

九
五

一

-
五

二

年

度
の

一

人

当
り

国

民

所

得

は
､

二

七

四
･

二

ル

ピ

ー

に

す
ぎ

な

い

(

G
O

言
⊇
日
2

n
-

○

{

H

ロ

巴
p

}

書
目

賢
1

y

O
f

ヨ
日

昌
O

e
-

旨
無
声

き
Q

計

乳

哲
も

計

曳

哲
Q

宝
邑
b

喜
→

ヨ

邑
3
+
寒
心

)

O
e
-

F
叶

こ
漂
ゃ

や

N

ご
｡

(

2
)

こ

の

点

に

つ

い

て

は
､

拙
稿

｢

イ
ン

ド
の

農

業

金

融
+

(

ア

ジ

ア

経

済
研

究
所

調

査

研

究

報

告
双

書

第

十
七

集

『

イ
ン

ド
の

金

融
制

度
』

一

九

六
二

年
､

第
三

章
)

を

参

照
さ

れ

た

い

｡

二

一

八

世

紀
の

植
民

地

支
配

一

口

に

植
民
地

支

配
と

い

っ

た

場
合

､

そ

の

過

程
は

長
く

､

機

構
は

複
雑
で

あ

る
｡

一

七

六

五

年

八

月
､

ベ

ン

ガ

ル
､

ビ

ハ

ー

(

l
)

ル
､

オ

リ

ソ

サ

の

デ
ィ

ワ

ー

ニ

(

望
弓

邑
)

を

与
え

ら

れ
､

実

質

的
に

土

地

領
有
を

始
め

て

以

来
､

一

九
四

七

年
八

月

の

独

立

ま

で
､

一

八
二

卑
｡

こ

の

間
大

別
し

て
､

最

初
の

半
分

､

一

八

五

八

年
に

至

る

九

三

年
間
の

東
イ
ン

ド

会

社

の

支

配
､

引

続

く

英

領

イ
ン

ド

の

時
代

､

一

九

〇

五

年
頃
よ

り

昂
ま
る

独
立

運

動
期
と

､

カ
の

作
用
と

反

作
用
の

過

程
に

お

い

て
､

植
民
地

支
配
の

及

ぼ

す

イ
ン

ド

の

社

会
構
造
は

決
定

さ

れ

固
定

化

さ

れ

て

く

る

の

で

あ

`
.

る
｡

最
後
の

独

立

運
動
の

段
階
に

お

い

て

さ

え
､

政

治
的

独
立

の

要
求
が

激
し

く
､

社
会

改

革
が

そ

れ

に

伴
な

わ

ず
､

あ

る

場
合
に

は
､

か

え
っ

て

前
者
が

後
者
を

阻
止

す
る

傾
向
の

あ
っ

た

こ

と

を

否
定

す
る

こ

と
は

で

き

な
い

で

あ

ろ

う
｡

だ

が

し

か

し
､

イ
ン

ド

の

社

会
構
造

を

何
よ

り

も

決
定
づ

け

る

の

は
､

第
一

の

段

階
､

こ

と

に
一

八

世

紀
末
期
よ

り
一

九

世

紀

初

頭
に

か

け
て

で

あ

る
｡

こ

と
に

こ

の

期
の

東
イ

ン

ド

社

会
の

収

入

の

大

半
を

占
め
る

地

租
に

関
連
し
て

､

ベ

ン

ガ

ル

に

お

い

て

制
定

さ

れ

た

規
定
(

声
e

的

已

邑
｡

n
)

の

数
は

､

一

七

九

三

年
か

ら
一

八
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三

四

年
ま
で

の

四

二

年
間
に

六

七
五

､

そ

の

中
四

八

が
､

イ
ン

ド

(

2
)

の

独

立

期
に

お

い

て

す
ら

､

な
お

､

効
力
を

有
し

て

い

た

と
い

う

事
実
は

､

こ

の

時
代
が

果
た

す
イ

ン

ド

社
会
の

方

向
づ

け
の

役
割

が

い

か

に

大
き
か

っ

た

か

を

如

実
に

示

す
も
の

で

あ

ろ

う
｡

蓑第

除 額

66 3
,
5 0 9

8 3 3
,
2 3 4

6 4 2
,
8 3 6

8 45
,
6 0 4

5 85
,
9 0 6

免額差

1
,
5 2 9

,
9 4 1

2
,
2 2 2

,
7 4 8

1
,
3 9 9

,
1 8 3

1
,
5 7 5

,
9 8 6

2
,
3 1 1

,
1 8 4

R

徴 収 額

2 7
.
0 3 5 6 8 1

2 7
,
1 8 0

,2 6 0

2 7
,
8 7 9 4 5 9

2 7
,
3 1 9

′
2 7 2

2 6
′
4 2 0

,
1 4 6

R

要 求 額

R s.
2 8

,

5 6 5
,
6 2 2

2 9
,
4 0 3

,
0 0 8

9 9
,
2 7 8

′
6 4 2

2 8
,
8 9 5

,
29 8

28 ,7 3 1
,
3 3 0

年 度

1 7 7 2 - 3

1 7 7 3 - 4

1 7 7 4 - 5

1 ファ5- 6

1 7 76 - 7

( 出所) ぶg ∬f 九 劫
タ

ロγと q / f ゐβ ぶβZ ββ古 仏 肌 加 地 げ £ゐβ 血 伽 g β 〆 仇 m 肌 口花 ざ

0 凡 才九β ¢OZ7 e eとオ0 花 qr γβ℡β犯 従 β
,

L o n d o n
,
1 7 8 2 ･ p ･ 3 与

( O n t もe もa si s o f A e c o n n t a n t- G e n e r a l
,

s R e p o rt
,
1 2 J n l y ,

1777)

こ

れ

に

先

立

つ

時

代
､

デ
ィ

ワ

ニ

獲
得
以

後
三

〇
年
に

近
い

時
代

は
､

試
行
錯
誤
の

過

礎

で

あ
っ

て
､

地

租
に

つ

い

て

い

え

ば
､

そ
の

賦

課
額
は

負
担
能
力
を

超

え

て

(

第
一

表
参
照
)
､

東
イ

ン

ド

会
社

は

内

外

に

議
論
を

紛
糾
さ

せ

る

一

方
で

は
､

イ
ン

ド

社

会
の

混

乱
は

そ

の

極
に

(

3
)

達
し

て

し

ま
っ

た
｡

こ

と

に
､

イ
ン

ド

に

お

け

る

社

会
的

混

乱
は

､

一

七

七
二

年
､

ム

ル

シ

ダ

バ

ー

ド

(

写
一

読
F
e

d

p

b
P

e

と
パ

ト

ナ

(

ぎ
1

日
P
)

に

ム

ガ

ー

ル

の

甜

支
配
機
構
の

も

と

に

駐
在
す

る

副
太

守
(

ぎ
i

F

望
w

且
を

廃
止

し
､

地

租
を

会
社
の

直
鼓
管
理
の

も

と

に

お

い

て

以

来
､

そ

れ

に

と
っ

て

替
る

制
度
が

､

従

来
の

機
能
を

補
う
こ

と
が

で

き

ず
､

ま

す
ま

す
拍
車
を
か

け
る

こ

と

に

な
っ

た
｡

試
み

に
､

一

七

七
二

年
に

お

け
る

地

租
に

関
す
る

行
政

機
構
は

(

4
)

簡
単
に

示

す
と

次
ペ

ー

ジ

の

表
の

よ

う
で

あ
っ

た
｡

も

と

よ

り
､

一

見
し

て

整
っ

て

み

え
る

徴
税
組

織
は

､

決
し

て

固
定
的

な

も
の

･

で

は

な

く
､

こ

れ

以

前
に

引

続
き

､

一
七

七
二

年
以

後
も

め

ま

ぐ

る

し

く

変
化
に

変
化
を

重

ね

る

の

で

あ
る

｡

ま

ず
最
高
の

官
寛
み

○
巾

空
言
n

忘
(

丁
七
七

二

年
十

月

十
三

日

璽
止
)

の

レ

ベ

ル

に

つ

い

て

み

て

も
､

一

七

七

〇

年
に

は

ム

ル

シ

ダ
バ

ー

ド

と
パ

ト

ナ

に

C
O

ロ
t

3
-

C
O
白

日
O
i

-

O
f

河
e

忌
日

仁
①

(

前
述

の

】

ざ
寛
仁

O
叫

声
e

く
e

日

日
①

の

設

立

時
に

廃
止

さ

れ

る
)

が

で

き
､

一

七

七
二

年
五

月

十
四

日

に

で

き
た

C
｡

日
m

吉
e

e

O
{

C
-

言

旨
が

一

七

七
三

年
二

月
に

廃
止

さ

れ

る

ま

で
､

め

ま

ぐ
る

し
い

変
化

と

同

時
に

､

管
轄
権
の

重

複
を

招
き

､

現

実
は

至
っ

て

複
躾
で

あ

る
｡

デ
ィ

ス

ト

リ

ク

ト
･

レ

ベ

ル

の

C
｡

亡
｡

き
→

は
､

一

七

六

九

年
に

､

ザ

ミ

ン

ダ
ー

ル

や

イ
ン

ド

人

役
人
が

罰

則
の

な
い

の

に

つ

け

込

み

私

腹
を

こ

や

し

た

り

農

民

を

圧

迫
し

た

り

す
る

の

を

監

督
す
る

理

由
で

任
命
さ

れ

た

ぎ
･

■や

⊥

句

j
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ー
A
O

Q
ロ

亡

ロ
t

P
n
t

の
e

n
e

り
p
-

一
班
O
P
→

d

O
f

河
e

く
e

n

仁
e

内
計

已
払

P

一

叩

▲
叩

計

知
打
→
計

栄

ヨ
(

覧
0

0

仁

已
巴

丘

ー

き
喜
計

斗
(

寛
E
t

⊇
t

O

ユ

勺
→

e

巴
d
e

n
t

紆

C
O

仁
β
C
-

.

-

-
n
O
-

知

長

軸
遥

S
(

匂

ユ
ロ
C

首
巴

ヨ

ミ
e

監
叶

○

→

C
-

e

ユ
ハ

⊥
ロ
･

C

E
e
f

)

ー

き
訂
1

→
叫

(

○
-

e

H

打
)

-

旨
軋

か

ゎ
遥

知

遇

§

(

監
巴

賢
巴
-

什

)

e

c
t

O
→

(

d
-

払

t

ユ
O
t

-

e

く
e
-

)

屈

ま
賀

.

が
､

一

七

七

二

年
の

哲
琶
む

｡
h

声
e

言
n

ロ
e

の

設
立

期

に

徴
税
権
も

与
え

ら
れ

て
､

そ

の

ま

ま

C
｡

ご
e

｡
t

｡
→

と

し

て

任

命

さ

れ

た

も
の

で

あ

る

が
､

行
政

費
用
が

か

え
っ

て

増
加
し

て

し

ま

(

5
)

っ

た

た

め
に

､

任

命
間

も

な

く
､

費
用

削
減
の

た

め

に

廃

止
さ

れ

て

し

ま
っ

た
｡

｢

抑
圧

さ

れ

た

ラ

イ

オ

ッ

ト

の

声
を

政

庁
に

ま

で

(

6
)

届
け
た

の

は

C
｡
-

-

e

｡
t

｡

ご

と

さ

え
い

わ

る

が
､

そ

の

廃
止

は
､

行

(

e

営
訂
β

⊆
U

ユ

ー
-
わ
計

等
叫

亀
甲
㌣
串

3

§
已
O
H

ヨ
已
已
丸

丸

亀
弓

(

訂
葛
e
O
t

O

ユ

ー
N
打

日

計
･

ぎ
忘
鼓
札

丸

息
弓
(

諾
g

-

払
t

旨
ユ

淋

訂

紆
汁

琶

内
叶

紅
ひ

ま
さ

丸
叫

(

諾
ロ
t
･

→

○
-

-

)

8

掛
給
-

藤
波

封
-

触
発
胡
8

蟹

給
付

苛
汁

サ

ー
幹
3 .

監
R

丸

弓
(

F
e

P

e

-
b
打
N

弓
叶

さ
已

(

詔
O

e
-

く
e

→

O
f

8
-
-

e

O
t

ざ
n
)

ー
h
代
打
[

ヾ

計
g
→

芦

(

p
0

0

0

ロ

ロ

訂

ま
)

1
岳
ビ

訂
ヽ

3 .

(

○
-

e

サ
打
)

-
内
計

民

S
P

(

t
→

e

監

弓
e

ユ

ー

旨
乳
→

(

∽

e

O

已
+

e
→

○
巾

e

M
e

O

已
ど
ロ

♂

叫

2
e

㌍
ロ
∽

O
f

七

会
さ

ー

○
り

f

0

0
t
･

若
-

d

岩
.

ユ

内
巴
岩
口

的

(

り

e

0

0

邑
払

内
e
e

官
ユ

改
組
織
の

面

か

ら
一

七
八

六

年
ま
で

雄
綻
し
て

発
生

す
る

イ

ン

ド

社

会
の

混

乱
の

発
火

点
と

な
｡

る

デ
ィ

ス

ト

リ

ク

ト
･

レ

ベ

ル

の

C
｡
-
-

e

｡
t

｡
→

の

廃

止

に

伴

な
っ

て
､

そ

の

機
能
を

集
約
的
に

果
た

す
た

め

に
､

一

つ

上
の

デ

イ

ブ

ィ

ジ

ョ

ン

の

段
階
で

生

ま

れ

た
の

が
､

カ

ル

カ

ッ

タ
､

ブ

ル

ド

ワ

ン

(

B

喜
d

室
P

ロ
)

､

ム

ル

シ

ダ

バ

ー

ド
､

デ

ィ

ナ

プ

ー

ル

(

⊆
ロ

甲

訂
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雪
ト

ユ
､

ダ
γ

カ

(

0

琶
｡

p
)

､

パ

ト

ナ

に

お

か

れ

た

勺

3
5 .

n
O

㌻
-

C
O

亡

n
O
i

-

(

カ

ル

カ

γ

タ

に

つ

い

て

の

み

吋

3
5.
n
O
-

巴

C
0

2

ヨ

≡
e

e

と

(

7
)

い

わ

れ

た
)

で

あ

る

が
､

結

果
は

現

状
か

ら

疎
く

な
る

だ

け
で

あ

っ

た
｡

こ

う
し

た

あ
が

き

に

も

似
た

試
行
錯
誤
の

結
果

､

一

七

八

六

年
､

申
じ

寛
P

O
f

→
→

P
d

e
}

買
-

-

t

P
→

叫

出
○

寛
一

と

な

ら

ん

で
､

申
)

･

P

a
O
f

河
e

忌
日

喜

が

設

置
さ

れ
､

そ

の

下

部
機
構
も

整
備
さ

れ

る

こ

と

に

よ

り
､

息
つ

く

暇
も

な
か

っ

た

制
度
の

変
更
は

､

び

と

ま

ず
小

康
状

態
に

入
る

こ

と
に

な

る
｡

こ

の

時
､

従

来
の

R
F

巳

夢

に

替
る

S

F
e

ユ

旨
t

邑
篤

と

し
て

､

ジ

ェ

ー

ム

ズ

･

グ

ラ

ン

ト

(

甘
一

ヨ
e
S

G

冒
m
t

)

が

任

命
さ

れ
､

各
デ
ィ

ス

ト

リ

ク

ト

に

C
O

亡
e

O
t

e

→

が

任
命
さ

れ
､

翌

年
に

は
､

地

租
合
計
五

〇

万
ル

ピ

ー

以

下
の

デ

イ

ト

リ

ク

ト

は

隣
接
デ
ィ

ス

ト

リ

ク

ト

に

吸

収
さ

れ
､

二

三

デ
ィ

ス

ト

リ

ク

ト

に

整
理

さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

イ
ン

ド

が
､

東
イ

ン

ド

会
社
の

支
配
に

服
し

て

以

来
の

急

速
な

変
貌
と

そ

れ

に

よ
っ

て

生

ず
る

混
乱
の

テ

ン

ポ

は
､

財
政

上
の

組

織
の

変
更
に

次

ぐ

変
更
が

､

そ

の

ま

ま

示
し

て

い

る

通

り
で

あ
る

が
､

そ

れ

が

行
政

組
織
の

変
更
に

と

ど
ま

る

限

り

は
､

住
民
に

困

惑
を

与
え

た

か

も

し

れ

な
い

が
､

困

窮
を

与
え

る

こ

と

は

な
か

っ

た

で

あ

ろ

う
｡

問
題
は

､

以

上
の

行
政

組
織
が

､

政

策
の

変
更
を

常
に

背
景
に

持
っ

て

い

た

こ

と

で

あ
る

｡

イ

ン

ド

の

社
会
構

造
に

鉄
槌
を

与
え

た

決
定

的
な

理

由
と

い

え

ば
､

何
よ

り

も
､

｢

苛

酷

朋

(

笛

孟
邑
y
)

と

迫
害

(

言
舛

p

亡
O
n
)

に

よ
っ

て

強

制
さ

れ

た

過

大

(

8
)

な

賦
課

(

音
3
ヨ

且
+

が
､

年
々

増
加
の

一

途
を

辿
っ

た

こ

と
で

あ

る

が
､

そ

の

賦

課
額
の

徴
集
の

た

め
に

行
な

わ

れ

た

二

つ

の

手

段

が
､

従

来
の

社

会
構
造

の

紐

帯
関
係
を

崩
し

た
こ

と

を

無

視

す
る

こ

と

は

で

き

な

い
｡

ア
､

､

､

ル

(

ゝ

ヨ
乳
)

､

ア
､

､

､

-

ン

(

』
3

旨
)

､

な

い

し

は

サ

ザ

ワ

ー

ル

(

幹
賀

喜
叫

)

と
い

わ
れ

る

徴
税
役
人
の

任
命

と
､

徴
税
不

履
行
の

場
合
に

行
な

わ

れ

た

公

売
が

こ

れ

で

あ

る
｡

従

来
､

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

を

頂
点

と

し
､

最
下

層
の

ラ

イ

オ
γ

ト

に

至

る

イ
ン

ド

社

会
の

構
造

は
､

重

畳
か

つ

複
薙
な

関

係
で

結
ば

(

9
)

れ
､

ザ
､

､

､

ン

ダ
ー

ル

と
､

実
際
の

耕
作
者
と

し
て

の

ラ

イ

オ

プ

ト

(

1 0
)

と

の

間
に

は
､

｢

ラ

イ

オ

ッ

ト

が

近
づ

く
こ

と

も

で

き

な

い
+

ほ

ど

の

距

離
が

あ
っ

た
｡

｢

ベ

ン

ガ

ル

は
､

従

来
か

ら
い

く

つ

か

の

乳
言

弓

に

分
か

れ
､

乳
言

弓

は

数

多
く

の

b
ぎ

遥

§
喜
計
､

そ

し

て

そ

れ

ら

は
､

さ

ら

に
､

叶

串
→

甘

賢
喜

叶

さ

ら

に

村
と

分
化

さ

れ

て

(

1 1
)

い

た
+

が
､

ザ

ミ
ン

ダ

ー

ル

は

通

常
い

く
つ

か

の

パ

ル

ガ

ナ

を

有

し
､

そ

の

パ

ル

ガ

ナ
､

そ

の

下
の

タ

ル

フ

ご

と
に

､

タ

フ

シ

ダ
ー

ル

(
≠

邑
乳
虹

e
J

そ

の

他
の

名

称
を

冠
す
る

小

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

が

存

在
し

､

ラ

イ

オ

ッ

ト

の

上
に

は
､

各
村
ご

と

に

か

れ

ら
の

長
と

し

て
､

マ

ン

ダ
ル

(

喜
邑

鳥

な
い

し
ほ
ゴ

マ

ス

タ
(

笥
∋

邑
鼓
)

が

b

.

鵡

j
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町

･ト

存
在
し

､

タ

ル

フ

の

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

と

マ

ン

ダ

ル

の

間
に

は
､

さ

ら

に

い

く
つ

か

の

層
の

小

ザ
､

､

､

ン

ダ
ー

ル

が

介
在

す
る

こ

と

も

あ

(

1 2
)

っ

た
｡

ラ

イ

オ

プ

ト

は
､

そ

の

村
に

住

み

世

襲
的
に

耕
作
権
を

与

え

ら

れ

た

ラ

イ

オ

ッ

ト

(

ぎ
邑
･

訂
払

更
→
山

盲
)

と

他

村
か

ら
一

時

(

1 3
)

耕
作
を

許
さ

れ

た

ラ

イ

オ

プ

ト

(

笥
叫

ぎ

鼓
よ
看
叶

)
､

こ

の

両

者
の

中
間
と

も
い

う
べ

き
､

あ

る

程
度
の

長
期

間

耕
作
し

､

休
閑
地

と

す
る

か

香
か

に

関
係
な

く
一

定
の

地

代
を

払
う
ラ

イ

オ

プ

ト
(

ぎ
･

(

1 4
)

→
軋

1

篭
〇

が

あ
っ

た
｡

ザ
､

､

､

ン

ダ
ー

ル

に

対

す
る

地

租
の

査

定
の

年
々

の

変
更
は

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

を

苦
し

め
る

か
､

負
担
を

下

層
に

転
嫁
す
る

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

の

場
合
に

は

従

来
の

農
村
の

機
構
を

蝕
む
か

､

い

ず
れ

か

し

か

な
か

っ

た
｡

こ

と

に

過

重
の

査

定

を

ザ
､
､

､

ン

ダ

ー

ル

が

拒
香
し

た

場
合

､

そ

の

代
行
の

た

め

に

行
な

わ

れ

た

ア

ミ

ル

そ

の

他
の

徴

税
役
人
の

任

命
は

､

査

定
の

重

圧

を

履
行
し

ょ

う
と

す
る

だ

け
で

(

1 5
)

な

く
､

乱
写
P
ひ

と
か

ヨ
已

ぎ
邑

と

称
し
て

､

徴
税
役
人
や

ザ
､

､

､

ン

ダ
ー

ル

か

ら

負
担
を

要
求
さ

れ

る

分

担
金

を

増
加
し

､

の

み

な
ら

ず
､

こ

う

し

た

場
合

､

慣
例

的
に

と

ら

れ

た

ラ

イ

オ

ッ

ト

の

唯
一

の

対

抗
手

段
で

あ
っ

た

他
の

ヂ

ミ

ン

ダ

ー

ル

へ

の

移
動
に

対
し

て

隣
人

に

弁
償

(

さ

息
暑
)

を

強

要
す
る

と
い

う
手

段
に

よ

り
､

｢

相

(

1 6
〕

互

責
任
に

よ
っ

て

減
収

を

抑
え

る
+

こ

と

と

な

り
､

上

か

ら
の

重

第 二 表

年 度 L 地 租

R s .

8
,
0 0

,
0 0 0

8
,
5 0

,
0 0 0

9
,
0 0

,
0 0 0

1 7 6 9 - 7 0

17 7 0 - 7 1

1 7 7 1 - 7 2

10
,
6 4

,
5 3 0

1 1
,
5 0

メ
9 9 5

12
,
2 4

)
0 7 0

12
.
8 3

,
2 7 0

13
,
19

,
6 9 5

1 7 7 2 - 7 3

1 7 7 3 - 7 4

1 ファ4 - 7 5

1 7 7 5 - 7 6

1 7 7 6 - 7 7

庄

に

耐

え
か

ね

る

農
民

を

袋
小

路
に

追
い

つ

め
る

結
果

と

な
っ

た
｡

こ

う
し

た

農
村

社

会
の

混

乱
に

追

打
ち
む

か

け

た

の

が

公

売
制
度
で

あ

る
｡

一

七

七
二

年
五

月
､

新
設
の

C
O

ヨ

邑
t
t

e

e

O
f

C
-

言
已
t

は
､

六

月
に

入
る

と

た

だ

ち

に

ナ

デ
ィ

ア

(

Z

邑
-

且

デ
ィ

ス

ト

リ

ク

ト

の

中
心

地

ク

リ

シ

ュ

ナ

ガ

ー

ル

に

向
か

い
､

そ

の

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

で

あ

る

ラ

ー

ジ

ャ

･

ク

リ

シ

ュ

ナ

チ

ャ

ン

ド

ラ

(

河
且
P

朽
ユ

各
n

琶

訂
n

告
P
)

の

提
示

す
る

額
を

不

満
と

し
､

そ

の

(

1 7
〕

土

地

を

公

売
に

付

し
て

し

ま
っ

た
｡

以

降
五

カ

年
間
地

租
累

増
の

条
件
で

入

札
さ

れ

た

結
果
は

､

こ

れ

に

先

立
つ

期
間
と

比

較
し

た

場
合

､

第
二

表
の

よ

う
に

明

ら
か

で

あ

る
｡

こ

の

ナ

デ

ィ

ア
･

デ

イ

ス

ト

リ

グ

ト

は

C
O

ヨ

2

富
e

O

㌻
-

→

邑
t

に

と
っ

て

は

最
初
の

モ

デ

ル

で

あ
っ

て
､

以

降
こ

の

方

式
を

他
の

デ
ィ

ス

ト

リ

ク

ト

に

も

波

及
し

て

い

く
の

で

あ
る

｡

｢

文

字
通
り

の

苛

放
課

求
に

よ

っ

て
､

こ

の

国
の

資
漁
は

掴

潟

(

1 8
)

し
+

､

会
社
の

重

役
会
に

お

い

て

も

最
大
の

問
題

と

な

り
､

当

然

占9
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そ

の

打
開
策
が

講
ぜ

ら
れ

な
け

れ

ば

な

ら

な
か

っ

た

の

で

あ

る
｡

(

1
)

当

時
の

オ

リ

ァ

サ

(

○
ユ
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→
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叶
.
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ザ
､

､

､

ン

ダ
ー
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に

至
っ

て

は
､

そ
の

下
に

三

〇

〇

万
に

余
る

人
口

を

擁
し

て

い

た

わ

け
で

､

そ
れ

を

結
ぶ

関

係

が

お

の

ず
か

ら

複

建
と

な
る

こ

と

は

想

像
に

難
く

な
い
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1 0
)

欝
葛
氏

√
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ワ
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穀
物
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を

測
る

人

間
に
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ヨ
P

苧
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〔

ミ

結
婚
式
(

訂
言
〇

の

贈
物

と

し
て

徴
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る

ひ
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軋

､

水

溜

め

か

ら

水

を

流
す

涛
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つ

く
る

た

め
の

笥
已
叶
､

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

の

個

人

的
費

用

と

な
る

玩

g
乱

等
､

そ
の

他

各

種
の

名

目
で

課

せ

ら

れ
､

シ

ョ

ア

は
､

そ
れ

ら
の

合

計
が

､

本

来
の

租

税
の

七

〇
パ

ー

セ

ン
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に

も

達

す
る

例
を

あ

げ

て
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(
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→
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.
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∈

乳
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性

質
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の
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っ

て
､
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や

堤
の

修

復

の

た

め

の

七
ぎ

鼓
叶

P
ひ

申

さ
乳
叶

例

年

査

定
を

始
め

る

時
に

行

な

う

七
g

邑
帥

育

と

い

う

祭
り
の

際
に

､

査

定

役
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に

衣
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と

し

て

与

え

る

計
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ぎ
叶

訂
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(

叶

訂

句
Q

≦
-

叶

計

知

名
葛
へ

(

斗
叶

訂

q
Q

ヨ
∋
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○
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-
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飢
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わ

ら
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徴
税
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が

さ

が

ら

な

か
っ
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は
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の

制
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よ

る
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あ
る
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(
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三

パ

ー

マ

ネ

ン

ト
･

セ

ァ

ト

ル

メ
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ト
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一
¶

十

年
期
限
の

査

定
(

ロ
e

O

e

n
-

巴

S
e

t
t
】

e

m
e

且

が

行
な

わ

れ

た

の

甜

は

こ

う
し

た

事
情
に

よ

っ

て

で

あ

る
｡

一

七

九
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で

に
､
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目
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の

た
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の
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令
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C
O
d
e
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用
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が

完
成
さ
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七

九

三
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デ
ィ
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ト

リ

ク
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に

お

い

て

査

定
が

完
結
さ

れ
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こ

と

に

な
っ

た
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で

あ

る
｡

こ

の

十

年
間
に

わ
た

り
査

定

額
を

変
更
し

な
い

と
い

う
決
定
に

(

1
)

あ

た

り
､

と

く
に

配

慮
さ

れ

た

点

は

次
の

二

点
で

あ

る
｡

ま

ず
第

一

に

年
少

､

女

性
､

禁
治

産
的

性
格
等
の

点

で

難

点

が

な

い

限

り
､

原
則
と

し
て

､

ザ
､

､

､

ン

ダ
ー

ル

を

対

象
と
し

て

査

定
を

行
な

う
こ

と
｡

第
二

は

適
正

賦

課
額
に

つ

い

て

で

あ

る

が
､

こ

の

決
定

に

つ

い

て

は

相
当
の

曲

折
が

み

ら

れ

た
｡

従

来
の

内
P

さ

§
篭

か

ら

得
ら

れ

た

情
報
は

信
頼
性
が

薄
く

､

実

測
や

村
の

記

録
に

よ

る

土

地
の

価
値
の

調

査
は

､

本
社
の

指
令
に

よ

っ

て

禁
止

さ

れ

て

い

た
｡

こ

の

前
提
の
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で

､
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ェ

イ

ム

ズ
･

グ

ラ

ン

ト

は

歴
史
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に

記
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デ
ィ

ワ

ー

ニ

獲
得
の

当

時
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現
地
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の
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税
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人

が

職
権
を

濫
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し
て

､

徴
収
必

要
額
以

上

を

賦
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し

て

い
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こ

と

を

考
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に

入

れ

て
､

徴
税
手

数
料
を
二

〇
パ

ー

セ

ン

ト

差

引
い

た

と

し
て

も

第
四

表
の

通
り

､

六
､

二

六

〇

万
ル

ピ

ー

の

賦

課
の

可

能
性
を

示

し
た

の

で

あ

る

が
､

政

府
は

､

実
際
み

ず
か

ら

調
査
の

体

験
を

も
つ

シ

ョ

ア

の

推
定

を

是
と

し
て

､

ベ

ン

ガ

ル
､

､
碑
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ビ

ハ

ー

ル
､

オ

リ
ッ

′
サ

か

ら
ベ

ン

ガ

ル

暦
一

一

九

七

年
(

一

七

九

〇

-
一

年
)

に

は

二

六
､

八

〇

〇
､

九

八

九
シ

ソ

カ
･

ル

ビ

ー

(

∽

T

0

0

P

阿
仁

p
e

e
)

､

(

三
､

一

〇
八

､

九
一

五
ス

タ

ー

リ

ン

グ
･

ポ

ン

ド
)

､

ベ

ナ

レ

ス

州
か

ら

は

三
､

四

五

三
､

五

七

四

シ

ッ

カ
･

ル

ピ

ー

(

四

〇

〇
､

六
一

五

ス

タ

ー

リ

ン

グ
･

ポ

ン

ド
)

と

確
認
し
た

｡

六
､

二

六

〇

万
ル

ピ

ー

と
二

､

六

八

〇

万
ル

ビ

ー

の

懸

隔
に

､

人
は

驚
か

ざ

る

を

得
な
い

で

あ

ろ

う
｡

し

か

し
､

そ

れ

こ

そ
､

ま
さ

に
､

当

時

の

会
社
の

イ
ン

ド

社

会
に

対

す
る

認
識
を

､

そ

の

ま

ま

表
明
し

た

も

の

に

他
な

ら

な
い

｡

ザ
､

､

､

ン

ダ
ー

ル

に

は

会
社
の

徴
収

額
の

一

〇

分
の

一

､

し
た

が

っ

て

全

徴
集

額
の

十
一

分
の

一

が

留
保

さ

れ

る

こ

と
に

な
っ

た
｡

こ

の

D
e

O

e

ロ

2.
巴

∽
e
t

t
-

e
-

ロ
e

n
t

は
､

一

九

九
三

年
三

月
二

二

日
､

永
久
に

そ

の

ま

ま

固
定

化
が

宜

せ

ら

れ
､

五

月
一

日

の

(

声
e

陀

ロ
ー

苧

t
ト

O

n

H

O

:
3
い

と

し
て

発
効
し

､

｢

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル
､

独

立
の

タ

ル

ク

ダ

ー

ル

そ

の

他
の

実

質
的
土

地

所
有
者
に

対
し

､

セ

ク

ト

ル

メ

ン

ト

の

満
期
の

際
に

も
､

か

れ

ら

が

支
払
っ

て

い

る

限

り
､

課

税
額
が

変
更
さ

れ

る

こ

と

は

な

く
､

か

れ

ら
お

よ

び

そ

の

継
承

者

(

訂
r

ユ

と

合
法
的

相

続
人
は

同

額
の

課
税
額
で

永
久
に

土

地

を

所

(

り
一

)

有
す
る
+

こ

と
が

規
定
さ

れ

た
｡

こ

れ

が

い

わ

ゆ
る

吋
e

→

日
出

5
e

ロ
t

∽
e

三
①

ヨ
①

已

で

あ

る
｡

東
イ
ン

ド

会
社

特

別

委
員
会

(

S
e
-

e

O

t

C
O

ヨ

邑
t

t

e

e

O
ロ

t

訂
A
巾
･

朗

f

巴
→

∽

O

f

→
ビ
b

如
か

賢

H
･

邑
訂

C
O

ヨ

官
n

ユ

は

｢

地

租
の

永

久

性
と

耕
作
者
の

土

地
に

対

す
る

権
利
を

結
び

つ

け
る

た

め
に

､

ザ

ミ

ン

ダ

ー

ル

の

土

地
の

所
有
権
を

政

府
は

認
め

よ

う

と

す
る

よ

う
に

み

え

た
｡

し

か

し

そ

れ

は

イ

ギ

リ

ス

政

府
の

も

と
で

､

か

れ

ら
に

そ

う
し

て

や

ろ

う
と

す
る

願
い

か

ら
で

は

な

く
､

ム

ガ

ー

ル

政

府
が

最
善
の

政

治
を

行
な
っ

て

い

た

時
に

､

そ

う
い

う

権
利
の

存
在
す

(

3
)

る

あ

る

種
の

証

拠
か

ら
で

あ
る
+

と

述
べ

て
､

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

を

単
な
る

徴
税
人

と

す
る

グ

ラ

ン

ト

と
､

土

地

所

有
者
と

考
え
る

シ

ョ

ア

の

論
争
に

終
止

符
を

う
っ

て

い

る
｡

こ

れ

を

イ

ン

ド

に

お

け

る

私

有

財
産
制
度
の

導
入

と

考
え
る

見
解
は

､

今
日

一

般
に

認
め

ら
れ

る

と
こ

ろ

で

あ

る
｡

イ

ン

ド

の

最
初
の

経

済

史
家

で

も

あ

る

ロ

メ

シ

ュ

･

ダ
フ

ト

は
､

一

七

九

八

年
､

イ

ギ
リ

ス

に

お

い

て
､

ピ

ッ

ト

(

W
-

-

-

-

p

目

付

き
)

の

制
定
し

た

財
産
税
(

守
○

胃
ユ
y
･

→
P

舛

○

巾

弓
≡

i

p

日
H

-
H

)

が

地

租
を

地

代
の

五

な
い

し
二

〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

線
で

恒
久

化

し

て

い

る

の

に

著
目

し

て
､

パ

ー

マ

ネ
ン

ト
･

セ

ッ

ト

ル

メ

ン

ト

を

(

4
)

｢

私

有
制
を

導
入

し

ょ

う

と

す
る
+

も
の

と

解
し

て

い

る

が
､

こ

(

5
)

の

見
解
を

支
持
す
る

研

究
は

多
い

｡

カ

ル

カ

ブ

タ

大
学
の

ト

リ
パ

テ

ィ

教
授
は

､

｢

パ

ー

マ

ネ
ン

ト
･

わ

嶋

j
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吐

伊

セ

ッ

ト

ル

メ

ン

ト

の

最
も
い

ち

じ
る

し
い

結
果
と

い

え

ば
､

土

地

の

私

有
財
産

を

創
り

出
し

た

こ

と
で

あ
っ

て
､

一

七

九
三

年
に

公

布
さ

れ

た

法

律
の

全

体

系
は

､

こ

の

所
有
の

保

護
の

た

め

に

制

定

(

5
)

さ

れ

た

と
い

っ

て

よ

い
+

と

述
べ

て

い

る
｡

セ

イ

ロ

ン

の

ク

ル

カ

ラ
ニ

氏
の

場
合
も

､

｢

こ

の

(

パ

ー

マ

ネ
ン

ト
･

セ

ッ

ト
ル

メ

ン

ト

の

=

筆

者
)

政

策
を

採
用

す
る

に

あ

た
っ

て
､

か

れ

(

呂
P

ぷ
亡
e

訟

弓
e

T

-

e

巴
①

ユ

は
､

ザ
､

､

､

ン

ダ
ー

ル

ー
も
っ

と

も
か

れ

ら

を

イ

ギ

リ

ス

の

地

主

に

相

応
す
る

も

の

と

誤
っ

て

解
釈

し

た

の

で

あ
る

が

-

が
､

か

れ

ら
の

土

地

を

肥
沃
化

す
る

た

め

に

精
出
し

､

農
民
の

繁

(

6
)

栄
を

増
進
す
る

で

あ

ろ

う
と
い

う

信
念
に

導
び

か

れ

た
+

と
､

至

(

7
)

っ

て

常
識
的
な

､

ゲ
ィ

セ

ン

ト
･

ス
､

､

､

ス

の

引

用
で

有
名
な

､

｢

個

人
が

土

地

を

所
有
す
る

こ

と

は
､

そ

れ

を

耕
作
し

､

ラ

イ

オ

プ

ト

を

保

護
し

､

地

租
を

支
払

う
こ

と
+

で

あ

る

と

い

う
コ

ー

ン

ク

オ

リ

ス

の

書
簡
の

一

節
を

真
に

受
け
た

よ

う
な

解
釈
を

し
て

い

る
｡

た

し

か

に
､

土

地
の

売
却
や

贈
与
は

､

政

府
の

許
可

な

し
に

認

め

ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

ラ

イ

オ

ッ

ト

を

保

護

す
る

た

め
に

､

十
二

年
以
上

一

定
の

率
で

借
地
し

て

い

た

も
の

に

は

地

代
を
あ

げ

(

8
)

る

こ

と

が

許
さ

れ

な

く

な
っ

た

り
､

従

来
の

ア

ブ

ワ

ー

プ

は

す
べ

て

地

代
の

中
に

組

込

ま

れ

て
､

以

後
は

一

切
こ

れ

を

禁
止
さ

れ

た

ク

F
カ

シ

ュ

1

r

り
､

さ

ら
に

非
居

住
ラ

イ

オ

ッ

ト

に

対

し

て

も

借
地

権
(

駕
[

誉
)

が

与

え

ら
れ

た

り
､

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

に

対
し

て

は

こ

う
し

た

制
限

(

9
)

は

加

え

ら

れ

た

が
､

た

し

か

に

パ

ー

マ

ネ

ン

ト
･

セ

γ

ト

ル

メ

ン

ト

の

意
図

し

た

と
こ

ろ
は

､

私

有
財
産
制
度
の

導
入
で

あ
っ

た

こ

と

は
､

何
人

も

異
論
が

な

か

ろ

う
｡

そ

れ

は
イ

ン

ド

社
会

に

対

し

て

な

さ

れ

た

西

洋

文

明
の

最
初
に

し

て

最
大
の

衝
撃
と
い

っ

て

過

言

で

は

な
か

ろ

う
が

､

そ

れ

が

直
ち

に

私

有
財
産
制
度
の

確
立

と

み

る

の

も

性
急

と
い

わ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

し
か

も

な

お
､

そ

れ

が
､

｢

多
く
の

現

地

人
に

ょ
っ

て

所
有
さ

れ

る

莫
大

な

資
本
が

､

…

…

保
有
権
が

保

障
さ

れ

る

と
い

う
宣

言

を

知
っ

て
､

土

地

資
産

(

1 0
)

の

購
入

に

当
て

ら

れ

る

で

あ

ろ

う
+

と
い

う
コ

ー

ン

ウ

ォ

リ

ス

の

(

1 1
)

期
待
の

通
り

に
､

｢
､

､

､

ド

ル

ク

ラ

ス

の

形
成

を

促
し

た
+

と
い

う

に

は
､

歴
史
の

転
換
は

､

そ

う

な
ま

や

さ

し
い

も

の

で

は

な
い

の

で

あ

る
｡

(

1
)

勺
山

盲
計

知
や

℃

等
外

}

や

ー

p

(

2
)

A
ユ

ー

已
e

I

l
l

O

叫

声
e

g

已
P
t
小

○
ロ

H

O
f

-

3
い

〉

凛
計

知

名
葛
叶

}

ワ

N
-

.

(

3
)

Q

や

Q

箪
}

匂
.

-

P

(

4
)

河
○

ヨ
e
∽

F

D

已
t

】

つ

訂
由
芸

萱
邑
Q

出
叫

監

葛
空

色
､

+

ぎ
無
や

だ
3

丸

箋

昌
乙
増

加
〕

丈
訂
計

知

己
♪

＼
で
Q

言

外

訂

→

訂
屯

阜
+

甲
託
叫

鼓

や

買
電

訂

-

記
¶

へ

Q

罫
屯

営
記
訟
叫

箋
r

旦
.

の

莞
3

ヨ
邑
胃

叫

P

賢
一

藍
¶

-

r
O

n

d
O
n

〉

-

芸
-

.

竺
F

叶

m
ワ

一

宏
や

p

.
諾
.
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(

5
)

A
日
巴
e
s

ゴ
首
已
E
､
守
乱

…
さ

乳

勺
叶

喜
莞
血

軋

ミ
骨

ね

昌

旦

守
琵
叫

丸

3
Q

苧

h

謡
如

-
h

巴
中

田
0

2

訂
y

一

腎
U

+
慧
か

p
･

-

∞

･

(

6
)

く
.

中

内

已
打

賀

阜

哲
･

琵
許

無
已
恥

り

S

3

旨

計
丸

首
出
O

R
T

ケ

P
Ⅵ

紆
〇
一

-

¢

巴
〉

匂

p
.

窒
-

a
･

(

7
)

d

J
ロ
O

e

ロ
t

.

A
.

S
一

己

早
い

言
Q

O
b

さ
己

無
象
Q

l

哩

阜

計
乱

ぎ

寸
Q

∋

罫
恥

昌
→

ヰ

訂
免

許

3
Q

切

言
叶

訂

3
丸

亀
】

巴
】

)

○

已
○

阜
-

浬
や

や

訣
P

(

S
)

こ

れ

は

後
に

､

改

正

さ
れ

て

借
地

権
は

十

年
と

き

め

ら

れ
る

一

方
で

は
､

声
e

璽
←
-

邑
小

O

n

H

く

O
f

-

3
阜

は
､

公

示

さ

れ

た

率
に

従

っ

て

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

の

き

め

た

条
件
に

よ
っ

て
､

ラ

イ

オ

プ

ト

は

否

応

な

し
に

借
地

極
を

得
な

け
れ

ば

な

ら

な
い

と

さ

れ

た

た

め

に
､

ラ

イ
オ

γ

ト

保

護
の

意
図

は
､

結
果
と

し
て

は
か

れ

ら

を

抑
圧

す

る

こ

と

と

な
っ

た
｡

(

9
)

河
e

g

已
巳

-

O

n

く
l

I

H

O
鴨

-

3
い

)

勺

さ
計

知

名
Q

昆
･

甲

N

00
･

(

10
)

l +

芦

C
O

ヨ
弓
巴
-

-

∽
､

｢
2
t

訂
1

0

巾

か

民
p
l

O

F

-

3
い

･

づ
計

､艶

姿
･

冨

邑
知
代

官
註

寸
Q

∋
叶

訂

哲
訂
Q
へ

q
Q

喜

邑
誉
恥

Q
→

こ
訂

虹

§
乱
読

♀

罫
Q

知
己

叶

一

己
軋

串

q
Q
→
}

ぢ
P

さ
苧

｢
O

n

d
O

n
-

-

∞
-

〇
･

p
･

岩
山

･

A
匂
勺
e

甲

良
一

対

p

(

1 1
)

A
ヨ
巴
e

∽

→
コ.]
盲

t

F
)

ゃ

や

邑
･

)

や
ー

や
･

四

パ

ー

マ

ネ
ン

ト
･

セ

ッ

ト

ル

メ

ン

ト

の

イ
ン

ド

の

社

会
構
造
に

与
え

た

衝
撃

｢

匂
2

占
e

ど
已
∽

2
t

t
-

e

ヨ
e
-
-

t

の

取
り

き

め

に

従
っ

て
､

耕

作

の

拡

大
そ

の

他
の

理

由
で

､

か

れ

(

地

主
)

が

さ

き

に

自

主

的
に

支

払

う
こ

と

を

決
め
た

賦
課

嶺
を

上

回

る

資
産
の

増
加
が

あ
っ

た

と

甜

し
て

も
､

そ

れ

以

上
の

要
求
が

地

主

に

さ

れ

る

こ

と

は

な

か
っ

た
｡

し

か

し
､

一

方
で

は
､

不

作
の

シ

ー

ズ

ン

､

洪
水

そ

の

他
い

か
∴

な

る

災
害
に

よ

る

損
失

を

口

実
と

し

て

も
､

免
除
の

理

由
に

な

ら

な
い

こ

と
は

明
言

さ

れ
､

し
か

も
､

地

租
の

定

期

的
支

払
い

が

遅

延

し

た

場
合
に

は
､

か

れ

の

土

地

は

差

額
を

補
填
す
る

分

だ

け

(

1
)

売
却

さ

れ

る
+

こ

と

に

な
っ

た

点

は
､

何
よ

り

も
ま

ず
注

目

さ

れ

る

必

要
が

あ
る

｡

だ

が
､

こ

の

こ

と

は
､

皮
肉

に

も

ジ
ェ

イ

ム

ズ

･

､

､

､

ル

に

ょ
っ

て

道
破
さ

れ

て

い

た

の

で

あ

る
｡

｢

そ

の

(

新

ら

し

い

制
度
の

)

直
接
の

目

的
は

､

土

地

貴
族
(
-

呂
計
P
P

り

箆
○

弓
a
の

y
)

の

創
設
で

あ
っ

た
｡

そ

の

計

画
は

､

そ

の

性
格
が

ど
の

よ

う
に

考

(

2
)

え

ら
れ

た

と

し

て

も
､

完
全
に

失

敗
に

帰
し

て

し

ま
っ

た
｡

+

か

れ

の

慧

限

ま
さ

に

恐

る
ぺ

し

と
い

う

感
を

免
か

れ

な
い

｡

｢

一

定
の

､

し

か

し
､

重

税
の

も

と
で

､

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

を

土

地
の

所
有
者
に

仕
立
て

る

こ

と
に

ょ

っ

て
､

か

れ

ら

を

繁
栄
さ

せ
､

こ

の

国
を

改

善
し

､

国
民
の

大
部
分
を

幸
福
に

す
る

と

思

っ

て

い

な
が

ら
､

…

…

全

く
の

不
正

確
･

無
智
さ

加
減
で

政

策

(

3
)

が

運

ば

れ

て

い

た

の

で

あ

る
｡

+

か

れ

の

論
調
は

例
に

よ
っ

て

厳
し
い

｡

だ

が
､

か

れ

の

指
摘
の

通

り
､

｢

土

地
の

売
却
は

早
々

に

始
ま
り

､

急
速
に

進

ん

で

し

ま
っ

蛎

.′

･
梱

′卑
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叩

▲
叩

(

4
)

た
｡

+

第
五

表

を

参
照
さ

れ

た

い
｡

瀬

帥

址
州

d
r

e

P
→

㌣
野

口
み

a

払

く
e

ユ
ー

∽

e

打

f

O
→

∽
p
-

e

F
P

ロ

d

P
O

ご
←

巴
】

叫

S
O
-

P

♭
.

H

ロ
○

ロ

n
t

O
巾

勺
仁
H
C

F
p
払

e

呂
○

ロ
e

叫

ー

N

O

い

(

-

3
か

1
0

S

戸

村
∽
.

N

∞

+
3

＼

○

旦
∽

P

持
仏
.

-

♪
-

∞
-

謀
旦

∽

P

打
払

+
ヾ

)

苫
ゝ
-

か

(

恥

.
い

ぃ

N
-

諾
○

(

恥
一

-

阜
u

宗
)

一

(

恥
一

N

O

言
∞

∞

)

ー

N

｡

宅
苧

∞

)

耳
賢

持
仏
.

N

-

も
¶

-

加

ゎ
○

さ

ら

に
一

七

九

九

年
に

つ

い

て

は
､

第
六

表
に

詳
し
い

｡

パ

ー

マ

ネ

ン

ト
･

セ

ッ

ト

ル

メ

ン

ト

に

よ
っ

て

決
定

さ

れ

た
ベ

ン

ガ

ル
､

ビ

ハ

ー

ル
､

オ

リ

ァ

サ
､

ベ

ナ

レ

ス

の

査

定

合

計
二

､

六

八
､

0

0
､

九
八

九
ル

ピ

ー

を

基

準
と

し

た

場
合

､

そ

の

年
の

地

主
の

延

滞
補
填
の

た

め

売
却
さ

れ
､

あ

る

い

は

売
却
さ

れ

よ

う
と

す
る

土

地
の

合
計
は

一

五
､

三

三
､

二

九
五

ル

ピ

ー
､

つ

ま

り
､

こ

の

年

だ

け
で

､

全

体
の

二

〇

分
の

一

が

売
り

に

出
さ

れ

た

こ

と

に

な

り
､

こ

れ

に
､

一

七

九

六

-
九
七

年
､

一

七

九
七

-
九

八

年
の

両

年
の

合

計
九
二

､

二

八
､

九

八
二

ル

ビ

㌧

そ

れ

に

ブ

ラ

ン

ク

の

一

七

九

八

-
九

九

年
を

加
え
る

と
､

こ

の

四

年
間
に

売
却
さ

れ

た

土

地

は

四

〇
パ

ー

セ

ン

ト

を

下

ら

な
い

で

あ

ろ

う
｡

ミ

ル

の

指

摘

は

決
し
て

誇
張
で

は
な

い

の

で

あ

る
｡

哲
P

邑
O
f

河
e

忌
日

宕

ほ

.
軒

(

6
)

天
候
が

悪
か
っ

た

こ

と

を

理

由
と
し

て

は

い

る

が
｡

ビ

ー

ル

ブ

ー

ム

･

プ

ロ

ゲ
イ

ン

ス

(

∽

己

訂
F
)

の

例
に

つ

い

て

み

る

と
､

ビ

ー

ル

ブ

ー

ム

の

中
三

､

八
五

八

平
方
マ

イ

ル

は
一

一

六

八

年
(

一

七

六
一

1
二

年
)

ま
で

出
ゐ

巴
a

已

N
p

ヨ
P
ロ

の

ザ
､
､

､

ン

で
､

そ

れ

が

後
に

出
担

訂
r

d

喜
N
e

日

昌

内
F

呂

に

属
し

､

そ

れ

が
､

こ

の

ス

バ

の

三

分
の

一

を

占
め
て

い

た
｡

残
り

の

三

分
の

二

は

国

境
守
備
の

軍
隊
の

用
地
で

あ

る

ほ

か

は
､

十
四
の

パ

ル

ガ

ナ

は

南

ビ

ハ

ー

ル

と
モ

ン

グ

ー

ル

の

土

侯
(

声
且

且

に

属
し

て

い

た

と
い

(

6
)

わ

れ

る
｡

大

体
､

ザ
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

と
い

っ

た

場
合

､

三

つ

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

分

け
ら

れ

る
｡

第
一

に
一

七

五

六

年
ア

ク
パ

ル

(

A
打
l

け

声

ユ

の

ベ

ン

ガ

ル

征

服
以

前
の

土

侯
､

第
二

に

は

十
∴

七
･

八

世

紀
に

事
実
上

の

支

配

者
と

な
っ

た

も
の

で
､

第
三

が

下

層
の

ザ
､
､

ン

ダ
ー

ル

と

し

て

徴

税
を

行

な
っ

て

い

た

も

の

が
､

そ

の

土

地
に

対

す
る

優
先

権
を

一

･

二

世

代
に

わ

た

り

伸
長
し

た

も
の

で

あ
っ

(

7
〕

て
､

大

多
数
の

ザ

ミ

ン

ダ

ー

ル

は
､

こ

れ

に

属
し

た
｡

し
か

し
､

土

地

所
有
の

面
か

ら
い

え

ば
､

全

体
の

半
分
を

所
有
す
る

､

シ

ョ

ア

の

い

わ

ゆ
る

六

大
ザ

ミ

ン

ダ

ー

ル

を

は

じ
め

､

旧

来
の

土

侯
た

ち

に

偏
重
し

て

い

た

こ

と

は

い

う
ま
で

も

な
い

｡

そ

し

て
パ

ー

マ

ネ

ン

ト
･

セ

ッ

ト

ル

メ

ン

ト

の

結
果

､

｢

最

も

困

窮
し

た

の

は

そ

(

8
)

う
し

た

高
い

階
層
の

ザ

ミ

ン

ダ
ー

ル

な

の

で

あ

る
｡

+

ブ

ル

ド

ワ

即
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の

C
O
-

-

e
O
t

O

㌧

デ

ブ
ィ

ス

(

S
.

ロ
p

ユ
且

は
､

そ
こ

の

王
(

き
ぎ

知
旦
且

→
e
N

各
戸
ロ

d

せ
P

F

賢
r

実

に

つ

い

て
､

｢

一

方
の

要
求
に

答
え

る

た

め
に

は

事
前
に

そ

れ

を

徴
集
し
て

お

か

な

け

れ

ば

で

き

な

(

9
)

い
+

こ

と
を

理

由
に

､

支
払
い

期
を

前
に

困
窮
そ

の

極
に

達
し

た

様
を

述
べ

民

事
裁
判
所
(

b

ぎ
§

叫

ゝ

計
已
叶

)

に

提
訴
し

て

農
民

に

対

す
る

支
払
の

強
制
執
行
を

行
な

う
ま
で

､

納
税
の

延

期
を

求
め

て

い

る
｡

事
実

､

｢

徴
収

額
の

十
一

分
の

一

で

地

租
の

管
理

を

行

(

1 0
)

な

う
こ

と
に

は

相
当
の

能
力
を

要

す
る
+

と

い

わ

れ
､

そ

の

上

｢

農
民

や

中
間
借
地

人

は

時
期
に

遅
れ

た

か

ら

と
い

っ

て

罰
を

着

(

1 1
)

る

わ

け
で

も

な

く
+

結
局
は

ず
､

､

､

ン

ダ

ー

ル

に

責
任
が

か

か

っ

て

き
て

し

ま
っ

た
｡

だ
が

､

こ

こ

で

筆
者
の

関
心

を
び

き
つ

け
る

こ

と

は
､

こ

う
し

た

土

侯
の

行
方
に

つ

い

て

で

あ
る

｡

興

味
あ
る

こ

と

は
､

東
イ

ン

ド

会
社
の

商
業
活
動
の

出
先
き

機

関
と

し
て

､

私
腹
を

こ

や

し
､

ザ
､

､

､

ン

ダ
ー

ル

の

一

角
に

喰
い

込

ん

だ
ゴ

マ

ス

タ

(

Q
Q

∋

e
叶

ぎ
)

(

1 2
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と
か

､

バ

ニ

ヤ

ン

(

b

S
首

S
)

と

か

い

わ

れ

る

階

層
と

､

こ

う
し

た

土

侯
と

の

結
合
が

み

ら

れ

る

こ

と

で

あ

る
｡

そ

れ

が

支

分

化

(

巴
Ⅵ

ヨ
2

日

訂
→

2
¢

n
t

)

と
い

う
形
で

､

ジ

ュ

ソ

ー

ル
､

ヌ

デ
ィ

ヤ
･

ブ

ル

ド

ワ

ン

等
の

ラ

ー

ジ

ャ

が
､

自
分
た

ち
の

利
益

を

確
保
し
た

上
で

､

徴
税
と

納
税
の

義
務
を

､

そ

う
し
た

中

間
者
に

移
譲

す
る

抑

血

¶

(

1 8
)

事
実
を

､

『

第
五

報
告

書
』

は

伝

え

て

い

る

の

で

あ

る
｡

そ

れ

ぞ

れ

の

土

地
の

事
情

､

農
作
物
に

つ

い

て

詳
し
い

知

識
を

有
す
る

者
は

ず

ミ

ン

ダ

ー

ル

だ

け

と
い

う
理

由
で

､

か

れ

ら
を

性

急
に

追
い

立
て

る

こ

と

を

不

得

策

と

し
､

声
e

讐
-
b

巨
○

ロ

ノ

占
H

O
代

-

謡
¢

に

お

い

て
､

納
税
期
日

を

毎
翌

月
の

一

日

と
い

う
規
定

を

そ

(

1 4
)

パ

ッ

ク

の

年
の

末
日

ま
で

延

期
し

た

事
実

､

借
地

契
約
(

ザ
､
､

､

ン

ダ
ー

ル

と

中

間
者
の

契
約
も
こ

れ
に

含
ま

れ

る
)

の

期

限

に

つ

い

て
パ

ー

マ

ネ

ン

ト
･

セ

ワ

ト

ル

メ

ン

ト

で

定
め

た

十
年
間
の

期
限
を

一

八
一

二

年
に

と

り

は

ず
し

た

事
実
を

勘
案
し

た

場
合

､

従

来
の

土

侯
は

不

在
地

主

と

し

て

の

地

位
を

恒
久

的
に

保
障
さ

れ
､

そ

れ

と

中

間
者

と
の

関
係
も

安
定

化

さ

れ
､

こ

れ

が
ベ

ン

ガ

ル

で

い

わ

ゆ
る

パ

ト

ニ

保
有

(

官
t

2.
t

e

n

宅
e
)

と

し
て

発
達
す
る

も

の

と

思

わ

れ

る
｡

個
人

所

有
と
い

う
､

当

時
に

お

い

て

は

歴
史
的
に

動
態
的

な

概
念

の

導
入

と

そ

れ

が

与
え

た

衝
撃
が

､

く

し

く

も

再
封
化
(
∽

仁

E
ロ
･

2

計
t
}

○

且

と

い

う

形
で

固
定
化

し

て

し

ま

う

結
果
は

､

ま

さ

に

歴
史
の

皮
肉
で

あ

る
｡

一

方
ゴ

マ

ス

タ

や
バ

ニ

ヤ

ン

に

し
て

も
､

も

と

よ

り

伝
統
的
地

主
で

も

な
く

､

自
由
主

義
の

骨
を

持
っ

た

農

業

資

本

家

で

も

な

い
｡

植
民
地

支
配
機
構
の

中
で

育
て

ら
れ

､

そ

れ

に

忠

僕
な

義
務

の

代

償
と

し

て

自
己
の

利
益

を

確
保
し
て

行
く

､

植
民

地

的
新
興

ヰ

7()
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独
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①
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史
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植
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を
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あ
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